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「海外生活をしてよかった」
と言えるように

　海外で生活することになるとき、ほとんどの場合、子ど

もには選択の余地はありません。帰国する時も同様です。

否応無しに、仲良しの友だちと別れ、新しい生活を作って

いかなければなりません。それだけに、親としては、子ど

もたちに「海外生活をしてよかった」と言ってほしいと願

います。

　私が勤務する啓明学園初等学校にも海外からの編入生が

たくさんいますが、小学生は、まだ、客観的に自分の海外

生活を振り返って話題にすることは多くありません。海外

生活に自分なりの評価をするのはもう少し大きくなってか

らでしょう。そこで、中学・高校でたくさんの帰国生徒を

教えてきた山下先生に、話をきいてみました。

  ＊    ＊    ＊

　編入してから１か月、とても元気に過ごしているように

見えた中学生女の子が、「取り出し」（注 1）の授業に来て、

急に顔をこわばらせ、泣き始めました。１か月間精一杯明

るくがんばってきたのですが、緊張が限界に来てしまった

のでしょう。１年前に帰国した他の生徒に話を聞いてもら

い、「私も去年はそうだった」と励まされて、やっと元気が

でたようでした。「国際学級」では珍しくない光景です。

　「帰国生」の中には、海外で生まれた子や、海外へ移った

時のことは小さかったのであまり記憶にないと言う子がい

ます。この子たちにとっては日本に住み始め

ることは「帰国」ではなく、新しい土地への「移

住」ということになります。日本の学校への

編入は、全く新しい世界での生活の始まりで

す。

　比較的短期間海外に滞在した子どもたちの

場合も、けっして楽ではありません。帰国し

た場所が地図の上では同じ場所であったとし

ても、成長する子どもたちにとっては、元の

世界ではありません。海外での生活をきずく

ためにたいへんな苦労をしたことが記憶に新

しいうちに、また新しい困難を克服しなけれ

ばならないということになります。

　いずれの場合でも、子どもたちは、自分の

意志とは関係なく今までの環境から引き離さ
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